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1．本書は県道善通寺府中線道路局部改修工事に伴う埋蔵文化財の発掘

調査報告書である。

2．本遺跡は香川県善通寺市原田町下五条1025に所在する。

3．調査は香川県土木部道路保全課より依頼を受け、香川県教育委員会

が実施した。

4．調査は文化行政課主任技師森下英治が担当した。

5．本書挿図中のレベル高はすべて海抜、方位は磁北を示す。また、挿

図の一部に建設省国土地理院発行の50，000分の1地形図「善通寺」を

使用した。

6．発掘調査、整理作業を通じて香川県善通寺土木事務所、龍川駐在所、

寿賀崎建設、善通寺市教育委員会、香川県埋蔵文化財調査センターそ

の他関係者各位より多大なご協力、ご援助を得た。

7．本書の執筆、編集は森下が行った。
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第1章　　調査に至る経緯と調査の経過

県道善通寺府中線は中讃地域の主要地方道として、現在重要な役割を果たしている。古代の

南海道もこれに近い位置に推定されており、歴史的由緒ある道路として、“府中線”という愛

称のもと、広く県民に親しまれている。

善通寺市原田町付近の当該路線は四国横断自動車道善通寺インターチェンジに近く、昭和63

年同自動車道善通寺豊浜問の開通以来交通量が増加し交差点付近の混雑が目立つようになっ

た。県善通寺土木事務所は混雑の解消を計るため、当該交差点の右折レーン増設等を目的とす

る部分拡幅工事を計画し工事を施工するに至ったものである。

平成5年5月、工事施工中に土器片等が出土したことから土木事務所と県教委の問で協議が

もたれた。当該地は弥生時代前期の遺跡である五条遺跡に近接する箇所で、出土した土器もそ

れと同時期のものであることから、五条遺跡の一部であると判断された。その段階では工事の

施工見通しが十分に固まっておらず、当面の工事範囲である370nf（第2図A地区）について

の保護措置が必要とのことで合意し、遺跡発見の通知（57条の6）を経て、6月から7月に実

働10日間で県教委が事前調査を実施することとなった。発掘調査は度重なる降雨に悩まされな

がらも土木事務所や工事施工者、また調査地に隣接する龍川駐在所等の協力を得て、無事終了

した。

その後西側地区（B地区）の工事についての協議が改めてもたれた。その結果、①B地区の

工事については水田耕作土を除去するに止め、床土上に盛土をして遺構面を保護する。（かアス

ファルト舗装は施工するが、道路として使用せず、将来東方に拡幅工事を延長する場合は、改

めてB地区を含めた保護協議を行う。（訂遺構面付近まで掘削が及ぶ恐れのある暗渠埋設箇所に

ついては工事中に県教委職員が立会する。以上の内容で合意に至った。

これにより善通寺土木事務所は周知の埋蔵文化財包蔵

地内の土木工事等に関する通知（57条の3）を行い、県

教委は9月に工事立会を行った。立会の結果、幅1m、

延長17mについて遺構等が露出したため、業者等の協力

を得て緊急的に調査を実施し、記録を行った。

なお、現有道路部のC地区については当初路盤補強等

による掘削が計画されていたが、アスファルト舗装の補

修程度の工事に変更されたため、地下遺構等に影響を及

ぼさないよう慎重に工事すべき旨の通知を行った。

調査の結果、従来から土器の出土が知られながら実態
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第1図　五条遺跡の位置
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第2図　平成5年度の工事範囲と調査対象地

が不明瞭であった五条遺跡の一部が明らかになり、貴重な資料が得られた。特に五条遺跡の広

がりを推定する手がかりが得られたのは重要な成果といえる。出土遺物は281入りコンテナに

して約30箱に及ぶ。

以下、A地区で事前調査を実施した範囲をA調査区、B地区で立会調査を実施した範囲をB

調査区として各々の調査成果を報告する。

なお整理作業は調査終了後、断続的に香川県埋蔵文化財センター等で実施した。現地調査、

整理作業にあたってつぎの方々のご協力、ご教示を得た。記して謝意を表する次第である。

石村　守、井原康夫、井原義春、杉本　勝、笹川龍一、園木健司、木下暗一、森下友子

（敬称略）
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第2章　　遺跡の立地と環境

1．地理的環境

五条遺跡は善通寺市原田町下五条1025番地に所在し、県内最大規模である丸亀平野の西部に

あって、金倉川の東岸に立地している。遺跡周辺は近年高速道路等の公共整備の充実が図られ、

開発が進んでいるが、依然として田園風景が広がり、那珂郡条里の地割を田地として良く留め

た箇所である。

阿讃山地に端を発し、満濃池を経て丸亀平野にいたる金倉川は、平野の西側を北流し、善通

寺・丸亀を経て瀬戸内海に注ぐ。丸亀平野西側の地形は金倉川によってもたらされた扇状地堆

積物によって形成されたもので、地表下0．5～5mに扇状地形成段階の礫層が認められる。礫層

の出現層位は場所によって様相が異なり、現在の水田耕作土の直下等きわめて浅い層位で出現

する箇所もあれば、深い層位に認められることもあり、過去の段丘面として把握できる箇所も

ある。礫層の上面は主として黄色系の粘土層で覆われ、ときにAT火山灰層や旧石器包含層が

確認できることがある。それらの多くは地表下1m内外で確認できることが多く、平野の形成

（平坦地化）時期は相当に古いことがわかっている。段丘は黄色系粘土層の堆積によりほとん

どが埋没し、現在緩やかに北に傾斜する平坦な地形が広がって、条里型地割を良好に残してい

る。

金倉川は、善通寺市与北町から原田町までの延長約3血の間において比高差約2mの段丘崖

を伴う。当遺跡周辺の段丘崖は東岸に特に顕著で、崖下には氾濫源が広く認められる。崖から

東700mには旧流路を示す低地域が北走することから、その間が細長い徴高地となる。徴高地

の傾斜は1kmで約5m下降する緩やかなもので、丸亀市の旧海岸線近くまでその様相がたどれ

る。

五条遺跡はこの徴高地上の平坦面に存在するものと考えられ、現標高は約22mである。
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2．歴史的環境

旧石器時代

近年の調査で旧石器時代の遺構遺物が見つかっている。三条黒島遺跡では140点からなる石

器ブロックが検出され、瀬戸内技法を反映した接合資料が抽出された。また、郡家田代遺跡で

はナイフ形石器を中心とした石器群が出土た。これらは地表下50～80cmの弥生時代以降の基盤

層である黄色粘質シルト層中に包含されるもので、当該丸亀平野の形成を考察する上で重要な

資料であると共に、一括資料が少ない当県の状況にあっては旧石器文化研究において極めて重

要な資料であるといえる。

縄文時代

当該五条遺跡において過去に黄色系シルト層中に縄文土器が包含されていることが知られて

いた。今回の調査では確認されなかったが、当該期の遺構遣物が周辺に埋没している可能性は
r　　　一

局い。

周辺の状況としてほ、三条番ノ原遺跡で当該期と推定される石錬製作跡が見つかっているほ

か、龍川四条遺跡では晩期後半凸帯文期の旧河道が検出されている。金倉川西岸では永井遺跡

や弘田川西岸遺跡で後期の旧河道より多数の土器・石器が出土している。永井遺跡の打製石斧

を主体とする石器組成は低地部集団の生業活動を示す興味深い資料である。

弥生時代

弥生時代の周辺の遺跡は遺跡数が多いこともさることながら、集落、墓、青銅器出土地等多

様な様相を見せる。

（前期）

土器様相として多条沈線による文様帯を付属しない前期前半段階の遺跡としては、稲木遺跡

A地区の旧河道、永井遺跡の旧河道上層より出土した土器群が相当し、外攣刃タイプの磨製石

庖丁等が出土している。坂出市下川津遺跡では同時期の竪穴住居跡などが出土しており、今後

周辺地区における集落遺構の出土が期待される。

多条沈線および複帯構成の櫛描直線文の整形土器を特徴とする前期後半～中期初頭段階の遺

跡は各所で確認できている。この段階の特徴としては、環濠を伴う集落の存在が指摘される。

当該遺跡の南500mの地点で高速道路建設によって調査が実施された龍川五条遺跡では、南北

60m、東西90mの二重の環濠を持つ集落のほぼ全容が明らかとなった。今回調査を実施した五

条遺跡と時期的に重複し、近接した箇所に複数の集落が存在する状況は集落間の関係等を検討

する上で重要である。また、周溝墓や木棺墓等の墳墓が出土しており、詳細については本報告

を待つ必要があるが、今後注目される遺跡である。

丸亀市中の池遺跡は、金倉川東岸に立地する当遺跡と良く似た立地条件をもち、三重の環濠

を持つ集落として著名である。なお東岸地区では他に三条番ノ原遺跡、三条黒島遺跡、郡家田
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代遺跡等で土器の出土が知られるが、いずれも散発的であり、集落を確認するまでには至って

いない。

西岸地区においては環濠が確認された集落跡はまだ見つかっていないものの、遺構・遺物は

各所で確認されている。多度津町三井遺跡では過去に多数の土器の出土が知られていたが、平

成4年度の確認調査で3条の溝が検出され多数の遺物が出土していることから、居住域に近接

した溝であることが推定され、集落に伴う環濠である可能性は高いものと考えられる。また、

旧練兵場遺跡は弥生時代全般にわたる集落遺跡で当該地域の拠点的集落と考えられるが、平成

5年度の発掘調査で当該期の袋状土坑が検出された。そのほか、甲山北遺跡、乾遺跡などで土

器の出土が知られる。

なおこれらは前期後半に始まる集落が多い中でそのほとんどが前期末～中期初頭段階で終荒

し、中期前半に継続しないという特徴がある。中期前半の遺跡の分布が今一つ明らかでないが、

この段階の画期をどのように把握するか今後の課題である。

ちなみ説こ、周辺の出土青銅器中には細形形式の武器形祭器あるいは外縁付紐より古い形式の

銅鐸は今のところ知られていない。

（中期前半）

土器様相における凹線文出現以前の中期前半段階の遺構・遺物が確認されているのは旧練兵

場遺跡の彼ノ宗地区で、土坑6基が調査されている。このほか矢ノ塚遺跡で集落形成が始まる。

矢ノ塚遺跡出土の武器形土製品は当該期に所属する可能性が高い。また、天霧山南麓斜面に立

地する月信遺跡は平成3年度に発掘調査が行われ、当該期の遺構・遺物が出土した。打製石剣

や環状石斧の採集資料も紹介されている。この段階の遺跡は旧練兵場遺跡のように低地部の遺

跡も存在するが、月信のように丘陵斜面部に立地する遺跡が出現していることは、中期後半の

丘陵地を指向する集落立地に向かう萌芽的要素と考えられる。

青銅器関連遺跡として瓦谷遺跡で中細形銅剣4口、中細形鋼矛1日、中広形銅剣1口、平形

銅剣1口の一括埋納が知られている。また、我拝師山C遺跡出土の外縁付紐式流水文銅鐸は大

阪府茨木市東奈良遺跡出土の2号鋳型で製作されたもので、大阪府豊中市桜塚銅鐸と同箔関係

にある。

（中期後半）

土器様相として凹線文が文様の主体を占める中期後半段階の遺跡は先に触れたように、また、

過去に指摘されたように丘陵地のものが多い。矢ノ塚遺跡、西碑殿遺跡、吉原火上山遺跡等の

立地は当該地に限らず、県内各地域に共通する傾向である。矢ノ塚遺跡では方形掘り形の柱穴

をもつ掘立柱建物が多数確認され、同じ傾向が近接する西碑殿遺跡でも確認できることから、

この時期の特徴として把握できる。反面、低地部に立地する旧練兵場遺跡では依然として集落

形成がなされていることも明らかになっている。なお、荘内半島の先端に近い詫間町紫雲出山
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遺跡は標高350mの丘陵山頂部に立地しており、同様な立地を示す遺跡は県内で多数知られて

いる。低地遺跡、丘陵斜面地遺跡、山頂部遺跡の3つの類型がどのような差異を持つものか、

発掘調査事例が増加した現在、改めて検討する必要があろう。

青銅器関連遺跡としては、扁平紐式銅鐸一口が北原シンネバェで出土している。

（後期）

後期前半の遺跡は今のところ数が少ない。旧練兵場遺跡で竪穴住居跡が確認されているほか、

矢ノ塚遺跡はこの段階まで集落が継続する。

後期後半にいたり、遺跡数が急激に増える。この段階に成立した遺跡は古墳時代初頭段階ま

で継続する傾向がある。

旧練兵場遺跡ではこの時期の竪穴住居跡が40棟以上出土しており、周辺の石川遺跡、九頭神
l

遺跡、稲木遺跡など周辺に推定される徴高地の多くに集落が形成された様子がうかがえる。当

該五条遺跡周辺においては、龍川五条遺跡で竪穴住居跡が検出されているほか、郡家原遺跡、

龍川四条遺跡、田村遺跡等この段階から集落形成が始まる遺跡が多い。

これらの遺跡から出土する土器は、組成の上で供膳形態の比率が増加する汎西日本的な傾向

に共通するものの、鉢形土器がその主体であることはこの地域の特徴である。また、後期前半

までの土器の様相は瀬戸内海を挟んで対崎する吉備地方との共通性を各所に指摘することが出

来るが、この段階に至るとその傾向が払拭され、吉備の上東系列とは相容れない単口緑の広口

壷、婆等が主体を占めるようになる。同じ時期、高松平野を中心にいわゆる『讃岐系』と呼称

された土器群が成立する。角閃石を含み茶褐色を呈する独特の胎土をもった、きわめて画一化

された土器様式で、県内のみならず播磨・阿波地方などに多数搬出されており、注目されてい

る。これらを含めて、当該期は讃岐地方の弥生文化の独自性がもっとも強く認められる段階で

ある。

なお、青銅器関連遺跡として陣山遺跡、我拝師山遺跡A、同遺跡B、鶴ヶ峰西麓遺跡などで

平形銅剣の一括埋納が知られる。いずれも形式的には新相を示す。平形銅剣は伊予、讃岐の両

地方で全国出土量の8割方を占め当地域の特徴を示しており、先の土器様相の独自性の成立と

同一歩調をとる点で興味深い。

墓制の上では、稲木遺跡で前方後方形周溝墓が出土しているほか、旧練兵場遺跡仙遊地区で

人面線刻を持つ箱式石棺が出土し、王墓山古墳周辺に当該期の箱式石棺墓、小竪穴式石室など

が出土している。また、稲木遺跡では後の古墳時代初頭段階で認められる積石塚の萌芽的形態

と推定される積石墓が出土している。高松平野以東では円形周溝墓等の検出も近年相次いでお

り、墓制は多彩である。
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古墳時代

（古墳の分布）

前期に所属する古墳としては、大麻山中腹の標高405mという高所に位置する野田院古墳が

全長46mの前方後円墳でこの地域の有力な勢力と考えられる。大麻山東麓にはこの他に大麻山

経塚、大麻山椀貸塚、丸山1号など30～35mクラスの前方後円墳が集中する。これらは積石塚

である点、埴輪を保持しない点等から在地的色彩の強い古式頃の一群といえる。

大麻山北方の独立丘陵周辺には鷲ノ山産石材による石棺が出土した磨臼山古墳をはじめ、北

向八幡社古墳、鶴ヶ峰4号墳等の前方後円墳が所在する。いずれも盛土頃で、墳形等から考え

ると、先の積石塚前方後円墳に後出するものといえる。4世紀後半～5世紀前半代と推定され

るが、この段階でも埴輪を持たない点で特異である。

中期大形円墳は吉原町青龍古墳、生野町生野錘子塚古墳などが知られるが、詳細は明らかで

ない。弘田川を遡り、有岡の谷筋周辺には王墓山、菊塚、官ヶ尾、北原などの有力頃が分布す

る。6世紀前葉の王墓山古墳は全長43mの前方後円墳で、小口石積みの古式横穴式石室内に

石屋形を造作し、金銅装の馬具や冠帽などが出土している。官ヶ尾は6世紀末～7世紀の横穴

式石室頃で、玄室奥壁に線刻壁画をもつ。

（集落）

善通寺西遺跡で5世紀前半代の流路から多数の土師器や木製品が出土しているほか、当遺跡

仲村廃寺調査区や稲木遺跡において竪穴住居・掘立柱建物が見つかっている。これらは、6世

紀後半代に所属し竪穴住居は竃を付設しているものが多く見られる。

歴史時代

（寺院）

白鳳期は周辺に宝憧寺跡、田村廃寺等の古代寺院が知られる。田村廃寺は、那珂郡杵原郷に

所属し、標高10mの平地に立地、河原寺式、石川寺式鋸歯文緑複弁軒丸瓦、15菓素弁軒丸瓦な

どが採集されている。

（条里制）

平野に残る条里区割については高速道路建設等の発掘調査で成果が見られた。これによると、

区割に伴う溝状遺構はもっとも古いもので9世紀ごろに相当し、この地域では律令後、やや遅

れて条里制が施行された可能性が指摘されている。

ただし、善通寺市街地の南側、善通寺西高校付近の生野本町遺跡では白鳳期から奈良前期に

かけての方画地割と建物跡等が出土している。後の条里区割の方向性と一致し、大形の建物が

想定される点において、今後注目すべき遺跡と思われる。
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第3章　　調　査　成　果

今回調査対象となったのは事前調査A地区370読、立会調査B地区20nfである。調査の結果

弥生時代前期後半から中期初頭段階の溝、建物等の集落の一部を検出することができた。出土

遺物は土器および石器でコンテナ約30箱を数える。

以下地区ごとにその詳細を報告する。なお遺構の記述を先行し、遺物については後にまとめ

て記述する。

1）A地区

大溝3条、溝2条、土坑1基、竪穴住居跡1棟、掘立柱建物1棟、他柱穴20個ほどを検出し

た。出土遣物はほとんどが大溝より出土したものである。

【遺構】

大溝1（第5図の網目部分）

幅約5m、深さ0．6mの段両道台形状の溝である。概ね北方向に走行しやや東にカーブ

しながら、弧状にめぐる様子が窺われる。埋土の上部と調査区内の南側については大溝2

との重複によって切られる。

埋没状況は、上層に細かい土器片やサヌカイト小形剥片等を濃密に包含する灰色系のシ

ルト層（第5図13）が存在し、細砂がラミナー状に観察できるなど、流水による堆積状況

を示している。大溝2が掘削される前に泥沼状となった当該溝の窪地に断続的に水が流れ、

新たに竣せつされないまま放置され、次第に埋没した状況が推定される。この層位に含ま

れる上記の遺物は中層の土器と時期差はなく、本来、中層に包含されていたもののうち、

動きやすい大きさのものが、流水によって遊離し再堆積したものと考えられる。中層は大

形の土器片が多く含まれる黒色系の粘質土層（第5図14）である。石器の主要器種が揃う

点、礫・炭化物等を多く含む点から居住域に近い位置にあり、廃棄場として機能したもの

であろう。

下層は遣物をほとんど含まず壷形土器片を1点図化できたにすぎないが、腹部に4条沈

線を施す形態のものは中層出土の壷形土器に比べ、やや古相を示す。埋土は灰色系の粘土

層（第5図16）で、周辺基盤層の黄色系シルトのブロックを多量に含んでおり、人工的に

埋めた様子が窺える。また、左右両側に特に顕著に基盤層ブロック（第5図15）があり、

掘削後間もない段階に両肩の崩落があったかあるいは、土堤状の遺構が存在したか、いず

れかの状況が想像される。

以上、大溝1の変遷としては、溝の掘削後、溝の機能する期間は土器等の投入が行われ

ず、溝の機能は意図的に埋め戻すことにより停止する。しかし完全に埋没したものでなく、
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窪地として残った溝跡はその後近接して設けられた居住遺構に伴う形で廃物場として機能

したものと推定できる。

大溝2（第5図）

幅約4mの溝である。N300Wで概ね北方向に直線的に走行する。埋土は灰色系の砂層

で全体的にラミナー状の堆積状況が見られ、流水状態にあったことが窺われる。特に、下

面は流水による浸食で凹凸が激しい。大溝1を切り込んで掘削されており、調査区北側で

は大溝1と方向を違えるが、大溝1の上部にはこの溝と同様の砂層が堆積しており、この

方向への流水もあったものと推定できる。

出土遣物は、大溝1より混入した土器が大勢をを占めるが、埋土の上層では古墳時代前

期の高杯脚部が1点出土していることから、溝の所属時期は弥生時代前期以降、古墳時代

前期までの間にある。

大溝3（第5図）

幅4m、深さ0．5mの溝である。概ね北方向に走行するが、大溝1とは350ほど西に振れ

る。埋土は上層と下層に分かれ、上層は基盤層ブロックを大量に含む意図的に埋積された

土層で、遺物はほとんど出土しない。上層を除去した段階で下層との層界付近に大形の土

器片が多く見られた。調査区南側で一部窪地があり、その箇所では特に土器の集中が見ら

れた。

大溝3は大溝1と異なり、確認した遺構面までは少なくとも完全に埋め戻されている。

遺構面自体がかなり削平されていることを考慮する必要はあるが、掘立柱建物の柱穴が大

溝3の埋土を切り込んで掘開されていることから、溝の機能停止段階で完全に埋め戻され

た可能性が高い。

住居跡（第6図）

大溝2と大溝3の間に位置する柱穴群である。P22～P27が相当する。いずれの柱穴も

20cm未満と浅く、上面をかなり削平された状況である。図化できる土器は出土していない

が、暗褐色系の埋土を有すること、大形砂粒を含む土器片が出土していることなどから、

弥生前期に所属する可能性が高い。

各柱穴の間隔、角度は次の通りである。

距離　　　　　　　　　　　角度

P－22

P－23

P－24

（P－25

P－26

P－27

2．8m P－23　　　　　　1200　　　　　　　p－24

2．2m P－24　　　　　　1050・1250　　　p－25・P－26

3．Om P－25・P－26　1100・950　　　　p－26

2．2m P－27

3．Om P－27

3．Om P－22
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第6図　竪穴住居跡・掘立柱建物跡実測図

旦二L＝20．50m

L＝20．50m

これらは概ね五角形状に配列されており、住居を構成する主柱穴である可能性が考えられる。

P－25・P－26は近接した箇所にあり、いずれかは建て替え等によって新たに掘開された柱穴

であろう。P－29も同様である。

0　　　　　　　　　　　　10cm

1．1－．i l

第7図　大溝2出土土器実測図

住居の構造として竪穴住居、平地式住居のいずれかを判断するのは難

しいが、柱穴群の中央やや北寄りに不定形土坑（P28）があり、掘立柱

建物の柱穴に切られている。埋土中には少量の炭化物が含まれていた。

位置的にみて当該柱穴列に関連するものと考えられるので、これが炉跡

と考えると、竪穴住居の可能性が高い。しかし、P－28は、掘立柱建物

のP－20の据え換え等による柱穴の可能性あり、厳密な意味で構造を判

障『。≡
＿＿＿二二

0　　　　　　　　　　　　10cm

－　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－　－　　　　－　－　　　‾　　　‾　　　　－　－　　　－　　　－　－

第8図　A地区土坑出土土器実測図

断するのは難かしい。

掘立柱建物（第6図）

住居跡に一部重複する3個の柱穴列である。P－19～21が相当する。

柱穴間隔はいずれも3．5mと等しい。P－21は大溝3が埋没した後、

その埋土を切り込んで掘開される。深さは20～25cmである。図化でき

るものはないが、弥生土器小片が出土している。埋土は褐色系。

－13－



調査区外の北側にさらに広がっているものと推

定され全体の規模は確認できない。しかし、香川

県内においてこれまでに確認された弥生期の掘立

柱建物の規模と構造を検討すると、

・梁問が4mを大きく越えるものはない。

・桁行は2mから7mに収まる。

・梁問に対して桁行の長い、細長形状のものが

多い。

・梁間1間、桁行2問のものが最も多い。

などの特徴を挙げることができる。

したがって、当該遺構についてはこれまでの確認

例を参考にして類推すると、桁行2間（7m）で

梁問1間（2～4m）の掘立柱建物である可能性

が最も高いと言えよう。

土坑、柱穴群（第4図参照）

10cm

「－．lli　　　＿＿＿＿」

第9図　大溝3下層出土土器実測図

大溝1の東側に多くの柱穴および土坑1基が所在する。柱穴は直径20cmほど、深さ25cmほど

のものが多い。埋土は暗褐色系の粘質シルトでマンガン粒が沈着する。埋土中には弥生土器小

片が包含される。また、石鉱を出土したものもある。これらは幾つかのものが組み合って竪穴

住居なり掘立柱建物なりを構成するものであろうが、前項のものと異なり、一カ所に複数が重

複している状況であり、抽出して把握するのは困難である。

土坑はやや乱れた形状の方形土坑で一辺約130cmをはかる。深さは約15cmで断面は浅い皿状

を呈す。埋土中には焼土・炭化物等が含まれており、住居等に伴う炉跡の可能性が高い。埋土

中より土器片が出土しており、整形土器口縁部1点がある。

も
し⊥⊥」＿」＿⊥＿＿＿　」

第10図　大溝1下層出土土器実測図
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【遣物】

1．土器

土器はいずれも器表が剥落し、器面調整を確認できるものは少量である。沈線文等の文様自

体も、剥落により不明のものが少なくない。

大溝1（第10～12図）

土器は上層出土のものと中層出土のものに分けて取り上げている。遺構埋土の観察による埋

没状況の復元から見ても、また、土器の様相から見ても両者に大きな違いは兄いだせない。し

かし、下層出土の壷形土器胴部片は4条の沈線文をもつもので、単体では判断しにくいが、中

層より古い時期のものである可能性がある。

壷形土器

口縁部から頸部にかけての破片が上層で21点、中層で2点出土している。胴部破片は上層で

10点、中層で2点出土している。整形土器に比べて残りが悪く、文様構成が十分に確認できな

いが、沈線、削出凸帯、貼付凸帯、櫛描のいずれの文様も観察できた。

数量の多い上層では、口緑で沈線文が8点と最も多く、次いで貼付凸帯が4点、そして削出

凸帯が少量存在する。沈線は4条以上のものが大勢を占める。貼付凸帯は多条のものがあまり

確認できないが、胴部片を参考にすると本来存在した可能性が高い。削出凸帯は。I種、Ⅱ種

ともに確認でき、Ⅱ種は3条以上の多条沈線を伴う。

胴部片では貼付凸帯が多数を占め、多条化するものが多い。櫛描文は直線文と波状文が交互

に組み合わさるもので、1点のみ出土している。

整形土器

口緑部の破片が上層で79点、中層で25点出土している。口緑部形状に基づき次の5類に分類

した。

如意状　　　　口縁部が緩やかなカーブを措いて外反するもの

凸帯1　　　直口のロ緑端部に断面三角形の凸帯を貼付るもので、凸帯の先端が水平か、

やや下向きのもの

凸帯2　　　　直口のロ縁端部に断面三角形の凸帯を貼付るもので、凸帯の先端が上向きの

もの

凸帯3　　　　直口の口緑端部からやや下がった位置に断面三角形の凸帯を貼付るもの

L字　　　　端部付近で強く折り曲げ、水平もしくは下向きに収めるもので、器壁の肥厚

を伴わないもの

このうち凸帯1、凸帯2については、分類しづらい中間的様相のものも存在する。基本的な

両者の違いとして凸帯の下側を強く横ナデし、凸帯下側の粘土接合痕を消し去るか否か、とい

う貼付技法に関わるものと判断できる。すなわち、凸帯2は凸帯下側を丁寧に仕上げることに
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より、自ずと凸帯が上向きになる。

上層出土のものは圧倒的に凸帯1が多く、60点を確認した。如意状（15）の比率は約1割で

ある。口縁部下に施される文様は沈線文（19・24）、櫛措文（16・17・18）がある。沈線は10

～11条が多く、また文様帯の下位に刺突文を施すもの（18・19）が目立っている。

中層出土のものは凸帯2が多く約5割、次いで凸帯1が約3割である。文様は上層と変わり

なく、多条沈線（27）や複帯構成の櫛措文（26・28）がある。

鉢形土器

（21・22）は口綾部の形状等は整形土器と変わるところはないが、口径と胴部のカーブから

鉢形土器の可能性が高い。整形土器と分類したもののうち幾らかは鉢形土器である可能性はあ

る。

高塔形土器

（25）は中実の高杯形土器脚部片で、高杯形土器はこれ1点のみである。

整形土器蓋

（32）は形状から聾形土器蓋と考える。外面に縦方向の箆磨きが残る。

甑

（37）は整形土器の底部に焼成後穿孔を加えた甑。

底部

非常に多くの底部片が出土している。安定した大形の平底が圧倒的に多い。そのうち（33～

36）はやや上底気味の器形を呈す特異な一群である。（36・38）は蓋の可能性はあるが、（33・34）

は斐形土器の底部と考えてよい。

大溝3（第9・13図）

壷形土器

日録部～頸部の文様は沈線2点、削出凸帯。I種1点、削出凸帯Ⅱ種少条1点、貼付凸帯1

条1点である。胴部は沈線2点、削出凸帯Ⅱ種少条1点。櫛描文は見られない。

（39・40）は口縁の外反が弱い。（50）は胴部が球形大形のもので、頸部に1条の貼付凸帯

を持つ。

整形土器

口綾部は如意状が多数派で12点中8点を占める。文様は5～11条のものが半数を占め、その

うちほとんどが、5ないし6条であり、大溝1と対照をなす。櫛措文は見られない。

蓋

整形土器蓋（49）、壷形土器蓋（47）がある。

－16－
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第11図　大溝1上層出土土器実測図
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第12図　大溝1中層出土土器実測図
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第13図　大溝3上～中層出土土器実測図
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2．石器（第14～27図）

当遺跡より出土した石器、剥片類は、コンテナ（281入り）約3箱に及ぶ。調査面積が狭い

割に多くの石器・剥片類が出土している。ただし、その多くは大溝1より出土したもので、そ

の他の遺構から出土した製品としてはA地区土坑の石鉄が1点あるのみである。大溝3は、前

期後半古相の土器が比較的多く出土したものの、石器類に関しては、剥片類が少量出土したの

だけで、製品が1つも含まれないことは、特筆すべき点である。

大溝1より出土した石器は、土器と同様に上層出土のものと中層出土のものに分けて取り上

げている。ここでは便宜上、それらを分割して報告するが、遺構説明において述べたように、

本来同じ時期に堆積したものが、後の流水等によって上下に分離したものと考えられるため、

一括して把握するのが適当と考える。

石器の組成上の特徴としては、スクレー／く一類が多い点、石斧類が少ない点等があげられる。

また、打製石斧が一定量存在している点は縄文的組成の残存形態として興味深い。

以下、器種ごとにその説明を述べる。

石鉱

上層で20点、中層で3点が出土している。形態は、凹基がほとんどで、凸基は1点を数える

にすぎない。サイズは土坑出土を含めた完形15点で検討すると、11点が長さ2cm以内に収まり、

2cmをこえるものとしてほ柳葉形の凸基のもの（79）および土坑出土の凹基（51）があり、そ

の他は末成品と判断できるものである。概して小形である点を特徴とする。

石錐

上層で5点、中層で1点を確認した。錐部と頭部の形態に注目すると、頭部と錐部の境が明

瞭で錐部が細長い形態と推定されるもの（85）、全体が涙滴形を呈しその尖端に錐部が作り出

されるもの（57・82）、頭部と錐部の境が明瞭でなく、ほぼ一定の幅をもつ棒状のもの（83・

84・155）などに分けられる。サイズは長さ3cm前後のもの（57・82・83・155）と5cmを越え

ると推定されるものがある。

楔形石器

平行する上下2辺に階段状剥離が観察でき、幅が5cm以内のものを対象とした。これらは左

右いずれかに裁断面をもつものが多い。また、使用によって剥離された剥片は多数認められる

が、製品としては素材の表裏両面が残存したものに限定している。

厚さが1cmを越える厚手のもの（87・88・158）と、1cm未満の薄手のものがある。
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石庖丁

合計17点確認した。そのうち磨製品が1点、半磨製品が1点含まれる。（63）は結晶片岩を

素材とする磨製石庖丁で、細長の長方形状を呈す。裏面が剥落するが、遺存部の厚さからみて

両刃と考えられる。穿孔部の残りは悪いが、直径約0．5cmと推定される。表面の研磨は粗雑で

ある。（97）は風化が進行した安山岩を素材とし、粗割によって形状を整えたのちに刃部のみ

研磨して付刃する半磨製品と評価されるもので、一端に扶りを認める。

打製石庖丁は杏仁形（曲背曲刃）、直線刃半月形（曲背直刃）、長方形（直背直刃）に分けら

れ、外湾刃半月形（直背曲刃）は認められない。一端に扶りを入れるものが多いが、扶りを持

たないものは、杏仁形に2点（61・96）、直線刃半月形に1点（157）、長方形に1点（159）認

める。刃部に摩滅痕をもつものが8点ある。背部はいずれも敲打による刃潰しを認める

スクレーパー

楔形石器、石庖丁のいずれにも該当しない加工されたサヌカイト製剥片石器を一括してスク

レーパーとして報告する。なお、楔形石器同様素材の表裏両面が遺存するものに限定している。

これらは形状・大きさともに多様である。形状と調整加工により次のように分類したが、必ず

しも合理的分類とは言いがたく、再検討の余地を残す。

類型　　　形状　　　　　　　　　　　調整加工　　　　　　　　　　　　　遺物番号

A　　対向する辺が平行しない　刃部と背部の区別が明瞭　　　　　99～110・165・191

B　　対向する辺が平行　　　　刃部と背部の区別が明瞭　　　　　111～124・164・166

C　　不定形　　　　　　　　　　折損した剥片、調整剥片の再利用　125～137・167～175

調整加工において背部は敲打による刃潰しを認めるものが多い。また、刃部の一部あるいは

側線の一部に挟りをいれるもの（133・173・174）がある

打製石斧（石鍬）

サヌカイト製のもの3点、安山岩製のもの5点がある。長さ10～15cm大のものが多く、ほと

んど短冊形である。（179）のみバチ形を呈する。

（176）は幅10cm以上で、半折するが全長は20cmをこえるものと推定される。サヌカイト製

大形石鍬である。

磨製石斧類

大形蛤刃石斧は3点あり、そのうち（143・182）は薄手、（181）は厚手である。

柱状片刃石斧は刃部が遺存するもの2点（146・183）と基部の破片1点（147）がある。（147）

－21－



ほ非常に不明瞭な挟りが確認できる。

扁平片刃石斧は存在しない。

磨石・凹石・石皿

目の粗い砂岩を利用した調理具類である。直径10～15cmの円形・楕円形で厚さ5cm前後のも

のが多く、表裏両面に直径3～4cm程度の凹みをもつ。これらは凹石と分類できる。周縁には

例外なく敲打痕があり、磨痕は見られない。なお、凹みの形状として半円球状に凹むものと、

数条の条線を留めながら凹むものの2種類がある。

このほか5cm程の角丸のサイコロ状を呈する敲き石や長さ30cmを越える石皿、さらに凹石と

同様のサイズで敲打痕がなく全体が摩耗する磨石がある。

その他

方柱状の砥石（硬質砂岩）、石核（サヌカイト）などがある。

石製紡錘車が1点出土している。直径5．5cm、厚さ0．6cmの薄手のもので安山岩製である。
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A地区土坑・大溝1上層出土石器実測図（1）

石器観察表

挿図 図版 器　　 種 出土位置 縦仙 横同 厚さ如 特　　　 徴 遺　 存 色調 石質 備　 考

5 1 9 － 1 石鎮 土坑 1 31．0 22．5 3．0 凹基無茎式 完形 灰 サ7 カイト

52 9 － 1 石鉄 大溝 1 上層 14．2 11．3 1．8 凹基無茎式 完形 灰 サ7 カイト

53 9 － 1 石鎮 大溝 1 上層 （11．5） 11．0 1．8 凹基無茎式 先端部欠 灰 サヌカイト

54 9 －°1 石錬 大溝 1 上層 16 ．5 12 ．5 3 ．0 平基無茎式 完形 灰 サヌカイト

55 9 － 1 石錬 大溝 1 上層 19 ：2 14 ．0 2 ．8 凹基無茎式 完形 灰白 サヌカイト

56 9 － 1 石鍍 大 溝 1 上 層 （16 ．0 ） 8 ．0 2 ．8 先端部 ・基部欠 灰 サヌカイト 石錐の可能什あり
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第15図　大溝1上層出土石器実測図（2）

挿 図 図版 器　　 種 出 土 位置 縦 軸 横 軸 厚 さ的 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

57 9 － 2 石 錐 ．・ 大 溝 1 上 層 28 ．5 10 ．0 3 ．1 完 形 灰 サヌカイ ト

58 9 楔 形 石 器 大 溝 1 上 層 30 ．0 （2 6 ．0） 6．0 左側縁に裁断面　 他縁に潰れ痕 一 部 欠 灰 サヌカイ ト

59 楔 形 石 器 大 溝 1 上 層 31．5 （3 9．0） 6．‘9 上 下 線 に 潰 れ 痕 一 部 欠 灰 サヌカイ ト

60 楔 形 石 器 大 溝 1 上 層 48．5 （1 7．0） 1 0．1 右縁に裁断面　 上下線に潰れ痕 一部 欠 灰 サヌカイ ト

61 楔 形 石 器 大 旗 1 上 層 51．5 （7 2．5） 1 4．8 上 下 線 に 潰 れ 痕 一 部 欠 灰 サヌカイ ト

62 1 0 － 1 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 上 層 52．10 ・ （8 6．5） 1 2．・0 直背曲刃 左右両縁に放り　楯 あり 一 部 欠 灰 サ ヌカイ ト

63 9 － 2 磨 製 石 庖 丁 大 溝 1 上 層 41．0 （8 3．0） 6．0 直 背 直 刃　 研 磨 粗 い 半 欠 灰 結 晶片 岩

64 ス クレーパー 大 溝 1 上 層 30．0 8 5．0 4 ．9 下 線 に両 面 よ り刃部 調 整 一 部 欠 灰 サ ヌカイ ト

65 打 製 石 斧 大 溝 1上 層 （55．0 ） 50 ．0 10 ．6 左右面 に潰れ痕　 刃部先端磨滅 一 部 欠 灰 サ ヌカイ ト

66 打 製 石 斧 大 溝 1 上 層 14 4 ．6 5 5 ．0 14 ．0 表 は風 化 面　 裏 は 荒 割 面 完 形 灰 自 安 山 岩

67 ・9 － 1 石 錬 大溝 1 上 層 19 ．0 17 ．0 2 ．4 凹基 無 茎 式 完 形 灰 サ ヌカイ ト

68 9 － 1 石 鍍 大 溝 1 上 層 19 ．0 16 ，0 2 ．8 凹 基 無 茎 式 完 形 灰 サ ヌカイト

69 9 － 1 石錬 大 溝 1 上 層 20 ．6 17 ．0 1．9 凹 基 無 茎 式 完 形 灰 サヌカイト

70 9 － 1 石銭 大 溝 1 上 層 22 ．1 （18 ．5） 2．6 凹 基 無 茎 式 ． 一 部 欠 灰 サヌカイト

7 1 9 － 1 石 錬 大 溝 1 上 層 （12 ．5） 1 3．0 1．6 凹 基 無 茎 式 一 部 欠 灰 サヌカイト

72 9 － 1 石 鎮 大 溝 1 上 層 （13 ．1） 17．5 2．0 凹 基 無 茎 式 一 部 欠 ‘ 灰 サヌカイ ト

73 9 － 1 石 錬 大 溝 1 上 層
（14：0）

1 3．0 2．0 凹 基 無 茎 式 一 部 欠 灰 サヌカイ ト
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第16図　大溝1上層出土石器実測図（3）

挿 図 図版 器　　 種 出 1二位置 縦 仙 横 仙 厚 さ仙 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

74 9 － 1 石 錨 大 溝 1 上 層 16．0 10．0 2．1 凹 基 無 茎 式 完 形 灰 サヌカイト

75 9 － 1 石 鎮 大 溝 1 上 層 （16・5） 1 1．5 2‘．1 凹 基 無 茎 式 一 部 欠 灰 サてカイト

7 6 9 － 1 石 錬 大 溝 1 上 層 1 8．4 1 5．0 3．0 凹 基 無 茎 式 完 形 灰 サヌカイ ト

7 7 9 － 1 石 錬 大 溝 1 上 層 2 2．2 1 4．5 4．0 凹基 無 茎 式 完 形 灰 サ ヌカイ ト

7 8 9 － 1 石 鍍 大 溝 1 上 層 2 3．1 （1 3．5） 2．8 凹 基 無 茎 式 一 部 欠 灰 サ ヌカイ ト

7 9 9 － 1 石 錬 大 溝 1 上 層 2 3．0 1 1．0 2．4 凸 基 無 茎 式 完 形 灰 サ ヌカイ ト

8 0 9 － 1 石 鎮 大 溝 1 上 層 2 6．．0 1 5．0 2．8 末製 品 灰 サ ヌカイト

8 1 9 － 1 石 錬 大 溝 1上 層 3 0．5 2 0 ．5 4 ．5 未 製 品 灰 サヌカイト

8 2 9 － 2 石 錐 大 溝 1 上 層 （3 0 ．0 ） 1 7．0 5 ．9 尖 端 に摩 損 あ り 一 部 欠 灰 サヌカイト

8 3 9 － 2 石 錐 大 溝 1 上 層 3 3 ．5 10 ．0 4 ．0 右側 緑 は 折 損 部 か ら加 工 完 形 灰 サヌカイト

8 4 9 － 2 石錐 大 溝 1 上 層 5 4 ．2 14 ．5 7．0 両 側 緑 と も折 損 部 か ら加 工
基 部 に 礫 面

完 形 灰 サヌカイト

8 5 9 － 2 石錐 ・ 大 溝 1 上 層 （3 5．0） 2 4．5 5．5 基 部 に つ まみ を 作 出 尖 端 部 欠 灰 サヌカイト
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第17図　大溝1上層出土石器実測図（4）

作

挿 図 図 版 器　　 種 出 土 位 置 縦 同 横 軸 厚 さ 同 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

8 6 9 － 2 石 匙 大 溝 1 上 層 （2 9 ．8 ） 2 6 ．0 4 ．2 縦 長 形 状 半 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

8 7 楔 形 石 器 大 溝 1 上 層 2 9 ．4 （3 5 ．0 ） 1 4 ．1
右 縁 に 裁 断 面
上 縁 の 一 部 礫 面

濃 灰 サ ヌ カ イ ト

8 8 楔 形 石 器 大 溝 1 上 層 2 8 ．0 （2 3 ．5 ） 1 0 ．0 左 縁 に 裁 断 面

表 面 の 一 部 礫 面
灰 サ ヌ カ イ ト

8 9 楔 形 石 器 ． 大 溝 1 上 層 2 7 ．0 （2 7 ．0 ） 7 ．2 左 縁 に 裁 断 面

右 辺 の 一 部 礫 面
灰 サ ヌ カ イ ト

9 0 楔 形 石 器 大 溝 1 上 層 2 4 ．0 （3 2 ．5 ） 7 ．7 左 縁 に 裁 断 面 灰 サ ヌ カ イ ト

9 1 1 0 － 1 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 上 層 4 6 ．0 （6 9 ．0 ） 8 ．4 直 背 直 刃　 左 縁 に 挟 り 半 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

9 2 1 0 － 1 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 上 層 5 8 ．5 （6 0 ．0 ） 9 ．9 曲 背 直 刃　 下 線 に 磨 耗 あ り 半 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

9 3 1 0 － 1 ＿ 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 上 層 （3 5 ．6 ）
l （3 5 ・0 ）

7 ．1 曲 背 直 刃　 上 線 折 損 部 か ら r

加 工　 磨 耗 あ り
半 欠 ． 濃 灰 サ ヌ カ イ ト
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第18図　大溝1上層出土石器実測図（5）

nl19

0
122

挿図 図版 器　　 種 出土位置 縦同 横軸 厚さ局 畢　　 徴 遺　 存 色調 石質 備　 考

94 10－ 2 打製石庖丁 大溝 1上層 50．0 （60．0） 8．0 直背直刃　 左縁に決 り 半欠 灰 サヌカイト

95 10－ 2 打製石庖丁 大溝 1上層 53．0 （4 3．0） 9．0
曲背曲刃　 下線磨耗
左縁に決 り

半欠 灰 サヌカイト

96 10－ 2 打製石庖丁 大溝 1上層 （49．0） （57．5） 5．5
曲背曲刃　 下線磨耗
決 りなし

半欠 灰 サヌカイト

97 10－ 2 半磨製石庖丁 大溝 1上層 （46．5） （89．5） 8．5
荒割整形後、刃部のみ研磨
右縁に決 り

半欠 灰自 安山岩

98 10－ 2 打製石庖丁 大溝 1上層 （49．5） （65．0） 6．2 左縁に決 り 扶部のみ遺存 灰 サヌカイト

99 1 1－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 （32．5） （26．0） 5．9 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

100 1 1－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 （40．0） （4 2．5） 6．1 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

101 11－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 33．2 （3 7．5） 7．1 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

102 11－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 42．0 （36．0） 5．1 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

103 11－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 39．0 （4 8．0） 6．0 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

104 11－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 40．0 （4 1．5） 8．1 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

105 11－ 1 スクレーパー 大溝 1上層 4 1．5 （49．0） 7．7 A 類型 半欠 灰 サヌカ．イト

106 スクレーパー 大溝 1上層 （4 2．0） （57．5） 12．6 A 類型 半欠 灰 サヌカイト
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第19図　大溝1上層出土石器実測図（6）

0
128

挿図 図版 器　　 種 出 上位置 縦軸 横軸 厚さ如 特　　　 徴 遺　 存 色調 石質 備　 考

107 スクレーパー 大藩 1上層 （35．5．） （31．5） 6．1 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

108 スクレーパー 大橋 1上層 55．0 （45．5） 10．0 A 類型 半欠 灰白 サヌカイト

109 スクレーパー 大藩 1上層 53．2 （92．0） 12．0 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

110 スクレーパー 大藩 1上層 36．0 （62．0） 11．0 A 類型 半欠 灰 サヌカイト

1日 スクレーパー 大藩 1上層 19．0 （19．0） 3．2 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

112 スクレーパー 大藩 1上層 20．2． （18．5） 3．‾9 B 類型 半欠 疲 サヌカイト

11：う スクレーパー 大藩 1上層 24．5 （2 1．5） 5．2 ・B 類型 半欠 灰 サヌカイト

114 スクレーパー 大藩 l上層 19．5 （28．5） 4．1 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

115 スク　レーパー 天満 1上層 26．0 （2 7．0） 6．3 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

116 スクレーパー 大藩 1上層 20．5 （34．0） 4．0 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

117 スクレーパー 大藩 1 上層 25．0 （34．0） 4．5 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

118 スクレーパー 大浦 1上層 37．0 （4 9．0） 5．4 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

llf） スクレーパー 大構 1上層 42．0 （38．5） 6．9 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

120 11－ 2 スクレーパー 大藩 l上層 38．5 （47．5） 11．1 B 類型 半欠 灰 サヌカイト

121 11－ 2 スクレーパー 大藩 1上層 45．0 （46．0） 12．3 B 類型 半欠 灰 サヌカイト
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第20図　大溝1上層出土石器実測図（7）

挿 図 図 版 器　　 種 出 上 位置 縦 軸 横軸 厚 さ仙 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

12 2 1 1 － 2 スクレーパー 大 溝 1 上 層 39．0 （6 1．5） 1 0．0 B 類 型 半 欠 灰 サヌカイト

12 3 1 1－ 2 スクレーパー 天 満 1 上 層 46．5 （6 7．0） 7．6 B 類 型 半 欠 灰 サヌカイト

12 4 1 1－ 2 スクレーパ ー 大 溝 1 上 層 43．0 （4 8．5） 1 0．3 B 類 型 半 欠 灰 サ ヌカイ ト

12 5 1 1－ 2 スクレーパ ー 大 溝 1 上 層 36．5 （6 8．5） 1 4．9 C 類 型 半 欠 灰 サ ヌカイ ト

12 6 スクレーパ ー 大 溝 1 上 層 37．2 （8 1．5） 5．9 C 類 型 半 欠 灰 サヌカイ ト
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第21図　大溝1上層出土石器実測図（8）

挿 図 図 版 器　　 種 出 上位 置 縦 軸 横 軸 厚 さ山 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

1 2 7 スクレーパー 大 藩 1 上 層 3 0．3 （6 2．5） 6．8 C 類 型 半 欠 灰 サヌカイト

1 2 8 スクレーパ ー 大 藩 1 上 層 3 3．5 （4 0．（り 5．0 C 類 型 半 欠 灰 サヌカイト

1 2 9 スクレーパ ー 大 藩 1 上 層 3 9．0 （6 9．0） 5．9 C 類 型 半 欠 灰 サヌカイト

1 3 0 スクレーノミ・一 大 藩 1 上 層 3 0．0 （6 1．5） 1 2．0 C 類 型 半 欠 灰 サヌカィ．ト

1 3 1 スクレーパ ー 大 藩 1 上 層 2 5．0 （4 0．0） 8．2 C 類 型 灰 サヌカイ ト

1 3 2 スクレーパー 大 藩 1 上 層 2 9．0 （7 8．0） 1 0．5 C 類 型 半 欠 灰 サヌカイ ト

13 3 スク　レーパー 大 嘘 1 上 層 5 0．0 （5 8．5） 1 5．3 C 類 型　 右縁 に挟 りあ り 半 欠 灰 自 サヌカイ ト

13 4 スクレーパー 天 満 1 上 層 1 6．0 （4 2．5） 6．2 C 類型 半 欠 灰 サ ヌカイ ト

13 5 スクレーパー 大 藩 1 上 層 2 6．5 （6 8．5） 5．0 C 類型 半 年 灰 サ ヌカイ ト

13 6 スクレニーパー 大 浦 1 上 層 3 4．0 （4 2．5） 7．8 C 類 型 半 欠 灰 サ ヌカイト

13 7 スクレーパー 大 藩 1 上 層 3 2．0 （4 2．5） 4 ．0 C 類型 半欠 灰 サ ヌカイト

13 8 石 核 天 満 1 上 層 1 16 ．0 （117．5） 3 1．1
上 面 の礫 面 を打 面 と し縦 長
剥 片 剰 取

半 欠 灰 サヌカイト

13日 石 核 大 橋 1上 層 5 1．0 （6 7 ．（り 2 4 ．2
上 面 の礫 面 を打 面 と し横 長
剥 片 剥 取

半 欠 灰 サヌカイト
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第22図　大溝1上層出土石器実測図（9）

挿 図 図 版 器　　 種 出 上位 置 縦同 廣仙 厚さ紬 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

14 0 スクレーパー 大 溝 1 上 層 46．0 （6 1．0） 1 2．0
上下 両 線 に階 段 状 剥 離
イi縁 刃部 調 整

半 欠 灰 叶1 カイト

14 1 スクレーパー 大 溝 1 上 層 57．0 7 1．5 1 5．1 左緑 刃部 調 整 完 形 灰 白 サ 1 カイト

14 2 スクレーパー 大 溝 1 上 層 42．0 （5 5．5） 1 6．0 下線 折 損 部 よ り刃部 調 整 半 欠 灰 白 サ ヌカイ ト

14 3 磨 製 石 斧 大 溝 1 上 層 （12 1．0） （6 4．0） 4 5．0 研 磨 は 粗雑 半 欠 灰 緑 緑 泥 片 岩 敲 石 に転 用

14 4 打 製 石 斧 天 満 1 上 層 （100．0） （6 1．5） 2 4．0 表 面 風 化 面　 裏 面 荒割 面 半 欠 灰 白 安 山岩

14 5 打 製 石 斧 大 溝 1 上 層 （93．0） （6 6．0） 1 4．6 表 裏 と も風 化 面 半 欠 灰 白 安 山岩

14 6 柱状片刃石斧 大 溝 1 上 層 （42．0） （2 3．0） 研 磨 は J‘寧　 稜 線 鋭 い 半 欠 i妖 禄 縁 泥 片岩

14 7 柱状片刃石斧 大 溝 1 上 層 （75．0） （4 0．0） 一 ノノに 不 明 瞭 な 扶 り ・半 欠 淡呪禄 縁 泥 片岩

14 8 砥 石 大 溝 1 上 層 11 5．8 2 7．0 表 裏 に 砥 面 完 形 灰 白 安 山岩

14 9 12 － 2 凹 石 大 溝 1 上 層 12 2．0 （8 8．0）
表 裏 に 敲 打 痕　 周 縁 に も敲
打 痕 あ り

一 部 欠 灰 砂 岩
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第23図　大溝1中層出土石器実測図（1）

n
163

0
160

□

日

挿 図 図 版 器　　 種 出 土 位 置 縦 軸 横 軸 厚 さ 的 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

1 5 0 1 2 － 2 凹 石 大 溝 1 上 層 8 8 ．5 （5 0 ．0 ）
表 裏 に 敲 打 痕　 周 縁 に も 敲
打 痕 あ り

半 欠 灰 緑 砂 岩

1 5 1 1 2 － 2 凹 石 大 溝 1 上 層 1 1 3 ．0 （8 0 ．0 ） 表 裏 に 敲 打 痕 （線 状 痕 ） 完 形 灰 砂 岩

1 5 2 石 錬 大 溝 1 中 層 2 0 ．0 1 6 ．5 2 ．0 凹 基 無 茎 式 完 形 灰 サ ヌ カ イ ト

1 5 3 石 鉄 大 溝 1 中 層 （ 1 8 ．0 ） 2 0 ．0 4 ．2 凹 基 無 茎 式 先 端 欠 濃 灰 サ ヌ カ イ ト

1 5 4 石 錬 大 溝 1 中 層 （ 1 8 ．0 ） 2 6 ．0 5 ． 0 未 製 品 半 欠 濃 灰 サ ヌ カ イ ト

1 5 5 石 錐 大 溝 1 中 層 3 6 ．0 1 0 ． 0 完 形 灰 サ ヌ カ イ　 ト

1 5 6 紡 錘 車 大 溝 1 中 層 5 5 ．0 5 4 ．5 表 面 が 一 部 剥 落 完 形 淡 灰 禄 － 緑 泥 片 岩

1 5 7 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 中 層 5 0 ．0 （9 9 ．9 ） 1 0 ． 0
曲 背 直 刃　 決 り な し　 磨 耗
あ り

一 部 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

1 5 8 楔 形 石 器 大 溝 1 中 層 4 5 ．0 （2 6 ．2 ） 1 1 ． 8 濃 灰 サ ヌ カ イ ト

1 5 9 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 中 層 4 3 ．0 （1 2 7 ．0 ） 9 ． 9 直 背 直 刃　 決 り な し 一 軍 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

1 6 0 打 製 石 庖 丁 大 溝 1 中 層 4 1 ．5 （4 8 ．0 ） 7 ． 2 ・直 背 直 刃　 右 縁 挟 り 半 欠 灰 サ ヌ カ イ ト
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第24図　大溝1中層出土石器実測図（2）

0
175

挿図 図版 器　　 種 出．上位置 縦仙 横山 厚さ仙 特　　　 徴 遺　 存 色調 石質 備　 考

161 打製石庖 J．大浦 1中層 （46．5） （40．0） 5．8 左縁挟リ 半欠 淡灰 サてカでト

162 打製石庖 J‘大藩 1中層 41．0 （42．（日 8．5 有縁操り　磨滅あり 半欠． 灰 サてカイト

163 打製石庖 J．大浦 1中層 （36．5） （33．0） 8．8 イf縁操り　磨滅あり 半欠 灰 廿てカイト

164 スクレーパー 天満 1中層 40．0 （77．（り 8．2 B 類型 一部欠 灰 ≠てカでト

165 スクレーパー 大溝 1中層 41．0 （68．（り 7．8 A 類型 一部欠 灰 サ7 カイト

166 スクレーパー 大溝1 中層 39．5 （55．0） 9．6 B 類型 半欠 灰 サ1カイト

167 スクレーパー 大溝 1中層 36．0 70．1 7．4 C 類型 完形 灰 サヌカイト

168 スクレーパー 大溝1 中層 36．0 82．0 7．9 C 類型 完形 灰 十1カイト

169 スクレーパー 大溝1 中層 38．5 （44．0） 10．0 C 類型 半欠 灰 叶1 カイト

170 スクレーパー 大溝1 中層 43．0 85．0 10．1 C 類型 完形 灰 サ7 カイト

171 スクレーパー 大溝1 中層 46．0 （45．（り 11．8 C 類型 半欠 濃灰 サ1 力1 ト

172 スクレーパー 天満1 中層 56．5 （42．0） 15．8 C 類型 半欠 灰 サてカイト

173 スクレーパー 大溝1 中層 30．0 72．0 5．9 C 類型　 下線に操り 完形 灰 サヌカイト
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第25図　大溝1中層出土石器実測図（3）
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第26図　大溝1中層出土石器実測図（4）

～′一（、

＼

挿 図 図 版 器　　 種 出 土 位 置 縦 軸 横 山 厚 さ同 特　　　 徴 遺　 存 色 調 石 質 備　 考

17 4 ス ク レー パ ー 大 溝 1 中 層 4 1 ．5 6 8 ．5 12 ．9 C 類 型　 下 線 に 扶 り 完 形 淡 灰 サ ヌ カ イ ト

17 5 ス ク レー パ ー 大 溝 1 中 層 5 0 ．0 （3 6 ．5 ） 9 ．0 C 類 型 半 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

17 6 打 製 石 斧 大 溝 1 中 層 （8 6 ．5 ） 10 5 ．5 2 9 ．5 大 形 の 短 冊 形 半 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

17 7 1 2 － 1 打 製 石 斧 大 溝 1 中 層 （117 ．0） 4 8 ．0 7 ．1 短 冊 形 一 部 欠 灰 サ ヌ カ イ ト

17 8 ス ク レー パ ー 大 溝 1 中 層 6 3 ．5 9 3 ．0 19 ．5 下 線 は 丁 寧 な 刃 部 調 整 完 形 淡 灰 サ ヌ カ イ ト

17 9 1 2 － 1 打 製 石 斧 大 溝 1 中 層 1 1 5 ．0 6 5 ．5 2 3 ．6 バ チ 形 完 形 淡黄灰 安 山 岩

18 0 1 2 － 1 打 製 石 斧 大 溝 I 中 層 （111 ．0 ） 4 5 ．5 13 ．6 rl 短 冊 形 一 部 欠 濃 灰 安 山 岩

18 1 磨 製 石 斧 大 溝 1 中 層 （133 ．0 ） 7 9 ．0 6 0 ．0 大 形 蛤 刃 石 斧 半 欠 淡 灰 安 山 岩

18 2 磨 製 石 斧 大 溝 1 中 層 （9 0 ．0 ） 6 8 ．5 3 9 ．0 太 形 蛤 刃 石 斧 半 欠 淡 灰 結 晶 片 岩

18 3 柱状 片 刃石 斧 大 溝 1 中 層 （143 ．5 ） 2 5 ．5 稜 線 鋭 い 基 部 欠 緑 緑 泥 片 岩

18 4 凹 石 大 溝 1 中 層 （9 7 ．0 ） 9 1 ．0 5 5 ．0
表 裏 に 敲 打 痕　 周 縁 に も 敲
打 痕 あ り

一 部 欠 灰 砂 岩

18 5 凹 石 大 溝 1 中 層 12 3 ．0 14 9 ．0 5 1 ．0
表 裏 に 敲 打 痕　 周 縁 に も 敲
打 痕 あ り

完 形 灰 砂 岩

18 6 石 皿 大 溝 1 中 層 （2 08 ．0） 14 0 ．0 上 面 に 敲 打 痕 （線 状 痕 ） 半 欠 灰 砂 岩
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第27図　大溝1中層出土石器実測図（5）
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第1表　壷形土器頭部文様集計

壷形土器　　口緑部～頸部

遺構 ・層位 準　 線 削凸 I 削凸Ⅱ 貼　 凸 沈線＋貼凸 無　 耳 不一　明 合　 計

大溝 1上層 8 1 1 4 1 1 5 21

大溝 1 中層 1 11 2

大溝 3 上層 1 1 2

大溝＿3 中下層 2 1 1 1 5

第2表　壷形土器胴部文様集計

壷形土器　　胴部

遺構 ・層位 沈　　 線 削　凸　Ⅱ 貼　　 凸 櫛　　 描 合　 l計

大溝 1上層 1 8 1 10

大溝 1 中層 2 2

大溝 3上層 1 1 2

大溝 3 中下層 1 1・

第3表　整形土器口綾部文様集計

聾形土器　　口緑部

口・縁部形状
『 ・仔 『・ け 鈴

合　　計如意状 凸帯 1 凸帯 2 凸帯3 L　 字

大溝 1 上層 8 60 8 0 3 79

大溝 1 中層 1 8 12 0 4 25

大溝 3 上層 8 2 1 1 0 12．

第4表　整形土器文様集計

整形土器　　文様

遺　　　 構 沈 線 文
1 ～ 4 条

沈 線 文
5 ～11条

沈 線 文
12 ～ 条

櫛 描 文 無　　 文 不　　 明 合　　 計

大溝 1上層 0 8 2 7 39 23 79

大溝 1 中層 0 3′ 2 4 5 11 25

大溝 3 上層 2 6 1 3 12
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第5表　石器組成の比較

遺　 跡　 名 永　 井 林坊城 下 川津 五　 条
海員池

欠 ノ塚 平岡 紫雲 出山 久米池 南 郡家原

時　　　 期

縄 文時代 凸帯上期 弥生時代

後期中葉 後期 後某 晩期前半 前期前半
前期末～
中期初

中期前 半
中期中 ～
後期初

中期中葉 中期後半 中 期　 末 後期後半

武　 器

石　　 鐸i 53 33 48 12 37 23 5 230 77 284 66 18
日：う％ J （21％ノ） （11％ l （27％ J （4％ J （17％ J （9％） （37％ J （72％） （75％ J （49％ J （47％）

石　　 槍 3
（0．3％ノ

6
日 1％．）

6
（．1％ J

1
（1％ ）

　 9
（2％ J

2
（5タの

漁労具 石　　 錘 3
（1％．）

1
川．2％ J

2
（0．2％ノ

9
（1％ノ

9
（2％ J

上掘具 石　　 鍬
74 43 206 2 1 79 8 7 1 5
（け‰） （28％ ） り6％ J （48％ ノ （9％ J （6％ ） （1％） （1％ノ （13％）

収穫具

打　　 製 18 14 13 96 ・7 2 5 20 2
石 庖 J． （2％ J 日0％ J （23％ J （16％ J （7％） （7％ノ （15％ J （5％ ）

磨　　 製
石 庖 J．

4

（0．4％ J
2
（1％ J

l
（2％ J

1
川．2％ J

石　　 鎌
1

（0 ．2％ J

2

（5％ J

・ 7

日％ノ
1
日％ J

調理具 磨 石 類
80 13 4 6 47 8 1 45 4 5 11
（2（）％ J （8％ J 日 0％ J （5％ J （6％） （2％ J （7％ J （4％ J （1％ J （8％ J

彿採 ・

加工具

縄　 文　系
伐 採 等

8 ．

（2％ノ

1‘

（1％ J
2
（0 ．4％ J

1
（2％ノ

大　　 形 3 3 4 10 17 4
伐 採 斧 用．3％ノ （2％ J （7％） （2％） （4％ J （3 ％ノ

柱　　 状
加 工 斧

3
（2％ J

4
（7％ J

14
（2％）

4
日％ J

4
（3 ％ノ

扁　　 平
加 工一斧

1
（r）．1％ ノ

4
（7％）

2 ・
（0 ．3 ％ J

4
日％）

2
（1％ ）

石　　 錐
4 1 1 4 12 6 10 7 11 5
（1％ J 日％ J （0％）． （9％） 日％ J （4％） （2％ ） （7％） （3％） （4％ ）

削 器 類
168 64 139 4 667 69 18 170 9 7 10 9
（43％） （41％ J （3 1％ J （9％ J （75％） （50％） （32％ J （27％） （8％） （2％） （7％） （24 ％）

砥　　 石
1 7 l 1 10 1 11 2
（0 ．3％ J （1％ ） （1％ J （2％） （2％ ） （0．3％） （8％） （5％）

紡 績具 紡 錘 車 2
（0 ．2％ J

1
（1％ J

祭祀具
環状石斧

石 棒 等
1
（0 ．3％ ノ

1
（0．2％ J

9

日％）

1

（1％）
2
（1％）

不　 明
1
（0 ．3％ J

合　 計
（比 率 J

393 155 445 44 889 138 57 6 19 107 3 78 134 38
（100％ J （100％） （100％） （100％ ） （10r）％） （100％） （100％ ） （100％） （100％） （100 ％）r （100％） （100％）

2）B地区

柱穴3、土坑2基を検出した。埋土はいずれも暗褐色系で弥生土器片を包含する。土坑1は

側壁の立ち上がりが急で一部オーバーハングする箇所もある。いわゆる袋状土坑である可能性

が高いが、深さ20cmほど残存するのみで削平が著しく、本来の形状は明かでない。櫛描文の整

形土器片が出土していることから、大溝1中層・上層に並行するものである。遺構面は東に行

くほど浅くなっており、微高地の中心が当該調査区の東に位置することを示している。

N

隼 5m

土だ＝＝宰＝二二二二：＝＝二二遣≒

第28図　B地区遺構配置図
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第4章　　ま　　と　　め

今回の発掘調査は、従来より実態が不明瞭とされていた五条遺跡の内容の一部が明らかにな

った点で貴重なものであった。

確認した遺構は大溝3条、溝2条、竪穴住居跡1棟、掘立柱建物1棟、土坑3基、柱穴多数

である。ほとんどが弥生時代前期後半から中期初頭に位置付けられる。

調査面積は370甘fと狭いが、現地表の高低に対応して遺構が分布する傾向が認められ、五条

遺跡の広がりを推定する重要な手がかりとなるとともに、大溝については五条遺跡集落の環濠

である可能性も考えられる。この点については、後に詳しく触れる。

今回出土した弥生土器は従来より知られていた土器群とほぼ同じ様相を示す。ただし、大溝

1と大溝3は土器相にやや違いが兄いだされ、編年研究上意味のある資料群となりえるもので

ある。従前の土器群は五条。Ⅱ類～Ⅲ類に分類され、時期差を示すものと解釈されていた。今

回の資料によって、この従前資料に補充、修正を加え改めて形式分類を行なう必要性がでてき

たといえる。

また、大溝1より出土した石器群は主要な器種が揃う良好なセットと考える。縄文時代から

弥生時代に至る生業活動の変化を石器の変遷を通して考察する上で、重要な資料である。

以上、提起されたテーマのうち、遺跡の広がり・石器組成ついて、さらに深く検討し今回の

調査のまとめとしたい。

周辺地形と五条遺跡の広がり（第29図）

当遺跡が金倉川東岸の標高20m前後の北への緩やかに傾斜する扇状地上に立地することはす

でに述べたところである。周辺は四国横断自動車道建設に伴う龍川五条遺跡の発掘調査など既

往の調査事例があり、その成果と地形の復元を検討することにより、今回確認した遺構の性格

および五条遺跡の広がりを推定する。

（流路の推定）

四国横断自動車道建設に伴う龍川五条遺跡、龍川四条遺跡の発掘調査は周辺の地形を推定す

る重要な手がかりである。また、周辺の地形図から読み取れる等高線、航空写真の観察などか

ら周辺の旧流路の復元が可能である。

調査地から西に200mの地点には金倉川の氾濫原が広がっている。これは比高差約2mの段

丘崖を伴っており、少なくとも弥生時代以降の新しい時期に形成されたいわゆる『完新世段丘』

と考えられる。したがって、弥生時代の当該地の地形はすでに消滅して存在しないということ
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第29図　五条遺跡既往調査地および旧地形復元図
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になる。

前池の北側に位置する龍川五条遺跡の調査では2条の環濠をもつ環濠集落が検出されてい

る。集落の東西に流路が北流しており、その2本の流路に挟まれた細長の徴高地を利用して営

まれた集落と考えられる。流路はそこから約120mほどで合流し、さらに北流するものと推定

され、県道善通寺府中線付近で道池から来る流路と合流するものと考えられる。道池との間の

徴高地は、四国横断自動車道の調査結果では居住遺構等は確認されておらず、土地利用は積極

的になされていない。

以上の3本の流路群と金倉川氾濫原との問が広大な倣高地と推定される。

（徴高地）

周辺では昭和58年に善通寺市教委による調査が行なわれ、土器溜まり等の遺構が検出されて

いる。また平成2年に市教委の調査で流路や土坑等が検出されている。昭和33年、当遺跡が確

認されるに至った土器群出土地点は、聞き取り等の調査によって図の位置であることが判明し

た。

微高地上の等高線を辿ると、旧流路に近い側は龍川五条遺跡から北へ伸びる微高地の延長上

にあるが、今回の調査地より西側は金倉川の氾濫原にむかって緩やかに傾斜する地形が読み取

れる。また、調査地周辺の最も高い箇所は現在の龍川小学校付近であることがわかる。さらに

龍川五条遺跡の西側を流れる流路は、その徴高地を避けて東に大きく迂回する状況が現地割り

の上で観察できる。

ふたたび、既往調査例をみると昭和58年調査地は近世頃の撹乱が地表下約60cmまで及び、そ

の下の黄褐色シルト層において弥生時代前期の落ち込み状の遺構が検出されている。遺構埋土

中からは土器片、石器片が多量に出土しているが、居住遺構ではないようである。今回の調査

地が地表下20cmほどで遺構面に達していることから推定すると、昭和58年の調査地は今回の調

査地と比べかなり標高が下がっていたものと推定される。すなわち、集落域の縁辺部の凹地状

の遺構である可能性が考えられる。

今回の調査地においてもA地区に比べB地区がかなり標高が高くなっていることをすでに述

べた。徴高地の中心的位置はやはり今回調査地の東側に考えるのが妥当である。

しかし、平成2年度に行なわれた調査地は、調査地の西側を中心として土坑等の遺構が検出

されている。これら土坑群の性格については明確でないが、地表下それほど深くない層位で遺

構が検出されていることから考えると、この付近にも徴高地の存在を推定できる。この地点か

ら金倉川氾濫原に至る幅200mの範囲はこれまで調査が行なわれておらず、実体は不明である。

ほかに徴高地が埋もれている可能性は考えられる。
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以上、周辺の地形と調査事例から居住域として利用されたと推定される徴高地は前池北側の

龍川五条遺跡が立地する徴高地と、その200m北側の龍川小学校を中心とする徴高地の二箇所

に加え、若干の低地を隔てて、金倉川氾濫原までの間で想定される徴高地が相当する。

なお、徴高地の面積としてほ、龍川五条遺跡に比べ、龍川小学校を中心とした徴高地がより

広い面積を有している。

（大溝）

今回検出した大溝は、前項の推定から龍川小学校を中心とした徴高地の西側縁辺部に相当す

る。遺構断面の観察から、人工的に掘削されたことは疑いなく、その後さらに意図的に埋めら

れた形跡を残すd溝の東側は基盤の標高が高くなるとともに、検出される遺構が柱穴や土坑に

限られる。掘削された位置と、徴高地の関係からこの大溝は集落を取り巻く環濠の可能性が高

いと考える。

大溝1については遺構説明で述べたようにやや東にカーブを描きながら走行する。徴高地の

北限を推定する手がかりとなる。

昭和33年に発見された土器群は位置的には今回の調査地と同様に徴高地の縁辺にあたる。こ

こにおいても、多量の土器を出土したことからみて環濠の一部であった可能性が考えられる。

徴高地の南限と東隈については東側の流路が推定の手がかりとなる。龍川五条遺跡では自然の

流路を一部取り込んで居住域を区画しているが、この徴高地における居住域も南・東は環濠を

掘削せずに流路を取り込んでいる可能性も考えられ、今後注意して確認する必要がある。

（遺跡広がりと遺跡の消長）

以上の推定により、龍川小学校を中心とした南北約270m、東西200mの微高地上には集落遺

構が埋没する可能性高い。昭和33年の土器群発見を契機として存在が推定されてきた五条遺跡

の本体はこの箇所に存在したものと考えてよいだろう。今後、周辺の開発等にあたっては十分

注意する必要がある。

環濠と目される大溝は前期後半段階で掘削され、その後埋められる。大溝1は若干埋められ

たのち、大量の前期末～中期初頭の遺物が包含されることから、大溝上面の窪地に近接して居

住が行なわれたものと推定される。大溝3は完全に埋められ、居住遺構の基盤となっている。

環濠の機能停止については、人口増加による居住域の拡大などさまざまな原因を考える必要

があるが、今回の狭い範囲の調査ではそれに言及する材料が整わない。龍川五条遺跡では環濠

がほぼ全掘されており、このあたりの研究が可能となろう。本報告が待たれる。

石器組成の特徴と生業活動について（第30図）
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今回出土した石器の組成上の特徴として以下の3点をあげた。

・スクレーパー類が多い

・石斧類が少ない

・打製石斧が一定量存在する

ここでは、県内の縄文時代後期から弥生時代を通じて石器組成が把握可能ないくつかの資料

を抽出し、その変化を辿ることにより、当遺跡の石器組成の特性を明らかにする。

（永井遺跡）

縄文時代後期～晩期の資料は善通寺市中村町の永井遺跡出土資料が良好である。低地性の遺

跡で、自然河川より出土した資料であるが、層位的に後期中葉、後期後葉、晩期前半に分類可

能である。後期から晩期にいたる石器組成の変化は、打製石斧と磨石・石皿類の増減に顕著に

あらわれる。打製石斧は時期が下るに連れてその比率を増し、晩期前半は全体の46％を占める

にいたる。それに対して磨石・石皿類は後期中葉において20％程度を占めていたものが、10％

以下に落ち込む。磨石・石皿類は縄文時代に普遍的な堅果類採集に伴う調理具と評価され、打

製石斧は根茎類の採取に伴う土掘具と評価される。堅果類採集型の生業活動を継続しながら地

下植物獲得型の生業活動が盛んになる様相を読み取ることができる。

なお、磨製石斧類や、石錐は低比率を保っている。

（林・坊城遺跡）

凸帯文期の遺跡として、高松市林・坊城遺跡があげられる。流路出土資料であるが、多量の

土器と、木製農具を伴っている。農具は弥生時代に特徴的な形態を持つものがあり、水稲耕作

を行なっていたことは間違いないであろう。しかし石器組成をみると、永井遺跡でみられた打

製石斧の増加傾向が引き続き展開し、48％を占めるに至っている。磨石・石皿類に関しては殆

ど確認されず、また収穫具たる石庖丁も皆無である。あくまで縄文時代後期以降の石器組成変

化の延長線上にある。この組成は、凸帯文段階の稲作が縄文的生業活動のなかに部分的に受け

入れられたものであった可能性を示唆しているものといえよう。

（下川津遺跡）

弥生前期古相の坂出市下川津遺跡出土資料は石庖丁が本格的に出現し、スクレーパー類が多

くなる。在地産の打製石庖丁の定形化がまだ十分でなく、スクレーパーでこれを代用したこと

も当然考えられる。打製石斧は急激に減少し9％となるが、縄文的石器が1割程度残存するこ

とは注意する必要がある。地下植物獲得型の生業活動は依然継続している。磨製石斧類は引き

続き低率である。
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（五条遺跡）

当該五条遺跡においても同様の傾向が読み取れる。石庖丁は次第に増加し、その定形化が進

むにつれてスクレー／く一はやや減少する。打製石斧はやや減少するが依然一定量存在する。

し1谷長池遺跡）

中期前葉の高松市俗長池遺跡に至り石庖丁が20％程度の安定した組成を持ち、打製石斧を払

拭するに至る。縄文的地下植物獲得型の生業活動がこの段階で終鳶を向かえる。石斧類は浴長

池遺跡の場合は豊富に存在する。ただ、石斧類の比率の変化は適時的に乏しく、むしろこの遺

跡の事例が特異である。石斧類の多寡は遺跡そのものの性格によるところが大きいのかもしれ

ない。

（矢ノ塚遺跡）

中期後半の矢ノ塚遺跡は石鉄の比率が高い。丘陵裾部に立地する条件が影響するものかもし

れない。高地性集落の石器組成は圧倒的に石鉱が多く、これは立地条件と、遺跡の性格が反映

する好例である。

（郡家原遺跡）

後期後半の郡家原遺跡ではすでに鉄器が普及しはじめた時期と考えられ、石斧類・石錐等が

消失し、石錬、石庖丁が残存している。

（五条遺跡出土石器の評価）

以上の石器組成変化の流れのなかで、五条遺跡出土の石器は縄文時代的要素を若干残しつつ、

稲作に伴う石庖丁の定形化と量的増加の傾向が緒についた段階の一群と言えるだろう。中期中

葉段階に向けて、石庖丁の増加はともかくとして、打製石斧が終鳶を迎える点は重要である。

前期末（中期初頭を含む）と中期中葉との間には石器組成のみならず土器様相、集落立地等の

面においても画期が存在する。当遺跡が立地する金倉川東岸においても、各集落が一旦途切れ、

立地を違えて営みを始める傾向にある。今後、総合的に検討すべき課題である。

－45－



図 版







図版3



図版4







図版7

7－1　大溝3出土土器

7－2　大溝3出土土器



図版8

8－1大溝1上層出土土器

8－2　大溝1中層出土土器



図版9

9－1大溝1出土石器

9－2　大溝1出土石器



図版10

10－1大溝1出土石器

10－2　大溝1出土石器



図版‖

‖－1大溝1出土石器

11－2　大溝1出土石器



図版12

12－1大溝l出土石器

12－2　大溝1出土石器
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例　　呂

1．本書は県道高松志度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報

告書である。

2．本遺跡は香川県大川郡志度町大字志度字八丁地に所在する。

3．調査は香川県土木部道路建設課より依頼を受け、香川県教育委員会

が実施した。

4．調査は文化行政課主任技師園木健司が担当した。

5．本書挿図中のレベル高はすべて海技、方位は真北を示す。また、挿

図の一部に建設省国土地理院発行の25，000分の1の地形図「志度」を

使用した。

6．発掘調査、整理作業を通じて香川県長尾土木事務所、糾香川県埋蔵

文化財調査センター菅原康夫氏、藤川智之氏、白石純氏その他関係者

各位より多大なご協力、ご援助を得た。

7．本書の執筆、編集は園木が行った。
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第1章　　調査に至る経過

近年高松市と東讃地域を結ぶ大動脈である国道11号線は大渋滞が続きその緩和のための道路

新設が本県にとって大きな課題とされてきた。県道高松志度線建設はその一環として計画され

た路線で、本県の重要施策の1つとしてその整備が急がれることになった。

全長約6・5kmに及ぶ建設予定地のうち高松市内区間は平成4年度の分布・試掘調査により弥

生時代を中心とする集落遺跡の所在が確認され、現在その事前調査が実施されている。さらに

5年度に至り志度町区間が事業化されることになり、県教育委員会は平成5年5月に予定地内

の分布調査を行い、山丘部を除く延長約260mの水田地区について試掘調査が必要と判断した。

その所見に基づき平成5年9月21日から31日にかけて試掘調査を行ったところほぼ全域でピッ

ト、溝等の遺構とともに縄文時代から中世にかけての遺物が出土したため、約4800nfの範囲に

ついて事前の保護措置が必要と認められた。

以上の結果に基づき事業課である道路建設課、長尾土木事務所と保護措置の方法等について

協議を行った。重要施策の1つであり工事も急がれることから平成6年度に事前調査を行うこ

と、事前調査は（財）香川県埋蔵文化財調査センターに委託して行うこと等で調整がまとまっ

た。しかしながら、道路と民地との境界については6年度の作付に間に合わせるため水路・擁

壁等の構造物を5年度内に構築する必要があったため、この工事部分については早急な調査が

必要となった。

道路南辺には現在の水路を付け替える工事（以下「南辺水路」と呼ぶ）、北区には民地との

境界に擁壁を設置する工事（以下「北辺擁壁」と呼ぶ）が計画されていた。前者は延長約200

m、幅2m、後者は延長140m、幅1mの掘削工事が予定されており、合計540nfについては5

年度中に事前調査を実施しなければならないことになった。調査体制については小規模な工事

であること、緊急に対応する必要があることから文化行政課の直営事業として実施することに

した。

工期が約3か月の期間を要することから調査は年内に実施する必要があったため直ちに調査

の準備に入った。こうして平成5年11月10日から12月10日までの予定で上記事業に伴う事前調

査を実施することになった。調査結果については6年度に本体部分の本調査が予定されている

が、できる限り早い段階での遺跡内容の公表が不可欠と考え、今回の調査結果を第1次調査と

位置付け概報の形で報告することにした。整理作業期間は平成5年12月15日から6年3月31日

までである。
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第2章　　調査の方法及び経過

1．調査区の設定

今回の調査対象地は道路南辺の農業用水路及び北区の擁壁構築部分である。南辺水路部分は

延長140m、掘削工事幅2mを対象とした。北区擁壁構築部分は延長140m、掘削工事幅1mを

対象としている。以下南辺水路部分をS区、北辺擁壁構築部分をN区と呼ぶ。なお、南辺水路

はN。．109＋13の位置で折分かれし、また恥．112の位置で北に屈曲していずれも現水路に取り付く

工事計画となっているためこの部分も調査対象に含めている。ただし両工事部分とも南半部は

現在の水路をほぼ現位置で改修するものであるため、実質調査を行えたのは北半部のみである。

位置的にN区に近い位置の調査となったため、調査区はN区に含めている。以上の調査対象地

の総面積は540I迂である。

道路両側を帯状に調査するというものであるが、調査区については今後の本線部分の調査を

整合させることが可能となるように設定する必要がある。そこで調査区の設定に際しては道路

本線部分のセンター杭を基準にすることとした。道路はNo．108以東の部分で北にカーブする計

画となっているため、主軸線は調査対象地西端のNo．106～恥．107のラインに求めた。従ってNo・

108以東については調査区の主軸線は道路のセンターラインより南にずれるものとなっている。

調査区は現況地割によって第1図のとおり細分した。S区については1～5区、N区につい

ては1～10区に細分している。以下報告に際してはS－1区、S－2区…という呼称を用いる。

2．調査の経過

既に試掘調査によって耕作土下に遺物をほとんど含まない厚い茶褐色系の砂層堆積が確認さ

れたため、この間の層位については重機により掘削した。同層下にはほぼ全域で遺物包含層を

確認した。包含層は弥生時代後期と古代末～中世の2時期に大きく分けられ、調査区によって

形成状況がめまぐるしく変化するという傾向がある。また、包含層上面でも遺構を確認した調

査区もあったため、包含層はできる限り人力発掘を行った。

調査はSrl、2区より開始した。S－1区は削平が著しく遺構も検出されなかったが、東

端付近で弥生土器包含層を確認している。S－2区では中央付近で弥生土器を多量に包含する

溝を2条検出した他、東半部では古代末から中世にかけての包含層の形成が認められた。S－

4区では西端付近の徴高地上で弥生土器包含層及び古代の土坑等を検出した。中央付近以東は

東に向って急激に下る傾斜が確認されたが、この落ちの部分に古代末から中世にかけての遺物
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を比較的多く含む黒色粘土が厚く堆積していた。この黒色粘土層については調査の効率化のた

め重機を用いて掘削し、最下層のみ人力発掘を行った。

N区は1区より順次東に向って調査を進めた。遺構及び遺物包含層ともに局地的に検出・確

認された傾向がある。N－1区からN－2区西半部にかけては弥生土器包含層の上下両面でピ

ット、溝等を検出した。N－2区東半部では最下層に古代末～中世の包含層が堆積しており、
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弥生土器包含層は形成されていない。N－3、4区では遺構は検出しておらず、遺物量も極め

て希薄であった。N－5、6区ではピット群、溝等の遺構の他ほぼ全域で古代末～中世の包含

層を確認した。東端付近は同層下に弥生土器包含層が形成されていた。N区については幅狭い

上に深くまで掘り下る必要があったため、降雨の流入、湧水等が著しく排水に手間どった。

N区の調査終了後工程の最終段階で水道管が埋設されていたことから後回しにしていたS－

3区の調査に入った。現在の農道部分であり削平撹乱が著しかったが小規模な流路等を検出し

ている。S－3区の調査後全域埋め戻しを行い全工程を終了した。

第3章　　立地と環境

志度町は県の東端を占める大川郡北西部の海浜部に位置する町である。町西部の志度地区は

北方を志度湾に面し他3方を山塊が占める地形で、中央付近三角州状の沖積平野が広がってい

る。八丁地遺跡は西方丘陵部から東に向って下る緩傾斜部に位置する。

これまで同地区では発掘調査が実施されたことがないため、周辺地域の遺跡所在状況につい

ては不明瞭な部分が大きい。特に集落遺跡の所在状況については全く判明していない状態にあ

る。ただ、八丁地遺跡南方の間川地区の丘陵部には弥生土器の出土を伝える地点も所在してお

り八丁地遺跡と同様の遺跡が所在している可能性はある。志度地区東方の丘陵部では天野地区

の比較的高所にある丘陵部には、弥生時代中期後葉の土器が多量に出土した天野遺跡が所在し

ている。弥生時代後期を中心とする遺跡は八丁地遺跡が初見という状態であるが、今後弥生時

代の集落遺跡が発見される可能性は極めて高い。

平野部を見下ろす丘陵部には多和神社古墳、越窓古墳、茶臼山古墳等の古墳が所在していた

が、既にほとんどが削平され消滅している。築造時期が判明しているものも知られていない。

町南部の末地区には古墳時代終末期を中心とする時期の須恵器窯跡である末窯跡群が所在して

おり、新たな生業の展開を示しているものとみなされる。

八丁地遺跡は周辺に関連する遺跡の所在が知られていないため現時点では明確な意義を与え

がたい状態にあるが、丘陵を挟んで西に隣接する牟礼町には同様の地形上に展開する弥生時代

後期後半の原遺跡が所在しており相互の関連が注目される。
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1八丁地遺跡（今回調査）
2　原遺跡（弥生後期集落）
3　多和神社古墳
4　岡の松遺跡（中世墳墓）
5　越窓古墳（消滅）

6　志度城館跡
7　茶臼山古墳（消滅）

8　間川遺跡C（弥生）

9　未1号窯跡
10　末2号窯後
11末3号窯後
12　西未古墳
13　間川遺跡A
14　間川遺跡B
15　丸山古墳（横穴式石室、消滅）
16　天野遺跡（弥生中期末）

第2図　周辺の遺跡地図
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第4章　　調査の結果

1．基本層序

S区、N区ともに東西に細長い調査区であるため、調査区によって基本的な土層序は多少異

なる部分もある。また、出土遣物が稀少であった地区も多く各層位の帰属時期についても不明

瞭なところが多い。断片的な資料からではあるが、大きく5層に区分しうるものと考えられた。

最上層のI層は耕作土及び床土である。Ⅱ層は茶褐色系の砂層で濃淡等により何層かに細分

は可能であった。削平が著しいS－1区南半部、S－3区等では同層の堆積は認められなかっ

た。Ⅱ層中からほ中世以降の土師器細片、弥生土器片等が極少量包含されていたにすぎず、細

分した各層の形成時期等は明確ではない。

Ⅲ層は古代末～中世遺物を包含する灰褐色あるいは灰黒色土である。同時期の遺構、流路の

埋土も基本的には同様のものである。調査区によって砂層あるいは粘質土層等土質に相違がみ

られるが、埋没・形成過程の違いによるものと考えられる。流路あるいは落ちの部分の中位以

上の層位は中世遺物を少量含み土質はⅡ層に近似するものである。なお、Ⅲ層は調査対象地の

大半の範囲で形成が認められたが、弥生時代後期の遺構・遣物を多く検出した地区については

形成が顕著でない。

Ⅳ層は弥生時代後期の遺物を包含する暗灰褐色砂層である。同層の堆積が確認されたのはS

－1、2区の一部、S－3区東端付近、N－1、2区であり、局地的に形成されている感があ

る。N－6区東端付近では鉄分が濃密に沈澱した茶褐色砂層中に弥生土器片が比較的多く含ま

れている。土質は異なるがⅣ層に含めてよいであろう。遺構はN－1区ではⅣ層の上下両面で

検出している。

Ⅴ層は弥生時代及び古代末～中世のベースとなる黄灰色系の砂層である。同層中には遺物の

包含は認められなかった。

2．各調査区の概要

（1）、S－1、2区

S－1区は大半の部分で削平が顕著であったため遺構は検出していない。ただ路線中央付近

の試掘魂査ではピット群を検出しており、N－1区の遺構検出状況からみても本来の集落域に

近い位置であったことは確実である。1区東端付近では最下層に弥生土器を比較的多く含むⅣ

層の形成が認められたことはそのごとを傍証するものであろう。
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S－2区では西端付近でピットを検出した他、腕．107付近で溝2条を検出している。SDOl

は調査区に斜行して走る幅40～60cm、深さ23cmをはかる小規模な溝で、埋土は暗灰褐色砂層土

である。散漫な状態ではあるが、弥生土器が比較的多く出土している。

SD02はSDOlの東側に隣接してほぼ同じ方向に走る幅40～80cm、深さ20cmの溝で、埋土は

SDOlに近似する。SDOlとの切り合い関係は明瞭でなく、同時期に並存していた可能性もあ

る。南端付近では同溝に切られる形でさらに古い段階の溝と思われる落ちが確認された。SD

02は下層溝を再掘削したものと思われるが出土土器に明確な型式差は認め難い。SDO2、下層

溝のいずれも最上層部に帯状に連なる土器溜りを形成している。

（SDOl、02出土土器）第4図1～10、第5図

SDOlから出土した土器は婆、高杯、製塩土器である（第4図3～10）。3ほ口径14．4cmを

はかり、口綾部は大きく外反する。外面はタタキ後パケ、内面はケズリ調整を施す。4は高杯

で杯部の内外面ともに断続へラミガキを顕著に施している。脚部外面はへラミガキ、内面はへ

ラケズリ調整、円盤充填法による成形が行われ、角閃石を胎土に含む下川津B類土器である。

5、6は底部片でいずれも痕跡的に平底を留める。7～10は製塩土器脚部である。形状は異な

るがいずれも下川津B類土器で、休部の内外面ともへラケズリを施している。

1、2は賓でSDO1、02いずれに伴うものか不明である。1の口縁部は大きく外反し、2は

休部から鋭く折れ真直ぐに外傾する。

第4図　出土土器実測図
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第5図はSD02から出土したものである。1～18は聾である。口緑部形状は端部を上方に摘

み上げるもの（1～8）、上下に拡張するもの（9、11）、下方に拡張するもの（10）、丸くお

さめるもの（12～18）に大別される。1～5は胎土中に角閃石を含む下川津B類土器である。

口綾部内面はヨコナデによる凹凸がみられるものとみられないものの2種がある。休部の外面

にパケ調整、内面には指頭痕が明瞭に残る。6、7は胎土中に角閃石は含まれないが器形、調

整ともに下川津B類土器に近似するものである。色調も淡灰褐色と異なっている。8は胎土も

やや粗く、口緑部も大きく外反する。外面調整はへラミガキである。

1～7の一群に比べ9～18は胎土に大型の砂粒、石英、長石を含むもので形状、色調、調整

ともにバラエティに富む。19～26は底部片で平底を明瞭に留める。21、22が下川津B類土器で

ある。27～33は全て胎土中に角閃石を含む。27は細頸壷で頚部は直線的に開くものである。外

面調整はパケの後ヨコナデ、内面には指押さえが残る。28は大きく外反する口緑部をもつ高杯

である。口縁部の内面に凹凸はみられない。28は高杯、口緑部とも内面に丁寧なへラミガキを

施している。30～33は製塩土器脚部で内外面ともへラケズリを施す。

（2）、S－3区

東西2区に細分して調査を行った。いずれも現在農道として利用されていた地区である。西区

は削平が著しく遺構は検出していない。遺物も土師器片が少量出土したに留まる。東区は調査

区に直交あるいは傾行する流路を3条、並行する流路を1条検出した。西端付近で検出したS

ROlは東端付近が調査区外となるが幅2．5m以上、深さ35cmをはかる。埋土は暗灰色砂で土師

器片が少量出土している。SR02は東区中央付近を直交方向に走る幅3．5m、深さ60～70cm

の流路である。埋土は黒色粘土で遣物は出土していない。東端付近で検出したSR03は幅5m、

深さ45～70cmをはかる。SROl同様の埋土であり土師質土鍋（第7図16）須恵器片が出土して

いる。SRO1、02間の微高地上では調査区に並行に走る流路（SRO4）の南半部を検出した。

SROl、02に切られるため先行する流路である。土師器杯（第7図16）が出土しており古代の

時期と推定される。SRO3以東にはS－4区西端付近まで幅8m程の徴高地が所在しているが

この部分は最下層に弥生時代末期から古墳時代初頭にかけての土器溜（第4図11、12）が形成

されている。

（3）、S－4区

西端付近はかなり削平を受けており耕作土直下が弥生時代の遺構ベースとなる。部分的にS

－3区から続く土器溜が残存していた。この徴高地上からは溝1条（SDO3）、不定形土坑1

（SXOl）を検出している。SD03は西端土器溜下から検出したもので幅20～50cm、深さ15～30

cmをはかる。底面は平坦ではなく凹凸がみられる。弥生土器片が比較的多く出土している。S
r

XOlは平面プランに規格性がなく底面も凹凸が著しいもので、深さは最大で18cmをはかる。埋

土中から須恵器、瓦器等（第7図13～15）が出土している。

－10－



E

g
卜ヽ
－

Il

」

＋

∈

g
q⊃
ヽ

lI

＿」

＋

ぐ可

＋
2cp
T－　∽

芸＋

刊台
雌咄〕
・醍
朝昼

－11－

『‾≡

刊　刊
金台堤
咄咄咄
疇皿塔
盤塔盤

合
せ〕
、Ⅲ

塔

（

q）

と刊
合食安
心咄咄
皿塔晰

合
理
咄〕
、江I

椎皆疇樅

合
せ〕
醍
塔

（

唾
伽
脚
部
義
金）
刊要令
達心電
咄脛咄
雌株醍

半〈〈〈〈＿＿＿∴　－‥…鹿
茸㊤㊥㊥㊥㊤㊥㊦㊥㊥㊥㊧㊧盤
IllIllIIIIll

HE1日白白日白日白日白白日≧

図
恒
返
駐
凶
寸

I

く乃

図
くcI

搬



No．108＋8以東は急激に下る深い落ちとなる。西の肩は斜行する。深さ約1．2mの落ちの埋土

は中位以下が黒色粘土、以上が灰色系の粗砂と粘土の互層である。下層の黒色粘土層はS－5

区では同様に認められたが、N－8及び9区では検出していない。S－4、5区付近を斜行す

る流路と考えられよう。

この流路（SRO5）は西端付近で一端深くなり東に向って緩やかに下る平坦底面をもつ。

下層の黒色粘土中から須恵器、土師器、瓦器等（第7図1～12）が比較的多く出土しており古

代末～中世初頭にかけての時期に埋没したものと考えられる。

流路の底面からは調査区にほぼ並行に走る幅40～60cm、深さ10cm以下の浅い溝（SDO4）を

検出した。暗灰色粗砂の埋土であるため、SR05の埋土とは明確に区別される。埋土中から弥

生土器、土師器、須恵器（第7図18）が出土しており、7世紀後半頃に上限を求められる。

＼＝∃≡♂

ノ

癌　／ ヽ

雫＿＿＿＿＿＿＿＿
1～12　SRO5
13～15　SX41
16　　SRO4

17　　SRO3
18　　SDO4 ＝〒苧

第7図　S－3、4区出土土器実測図
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（4）、N－1、2区

N－1区はほぼ全域で弥生土器を包含するⅣ層の堆積が確認された。層位関係は不明である

が縄文土器片も少量出土している。Ⅳ層上にはⅢ層の形成はみられずⅡ層が融こ由って次第に

厚く堆積している。遺構はピット群等をⅣ層の上下両面で検出している。幅の狭ト、調査区であ

るため建物復元はならなかった。

N－2区は西半部でⅢ層及びⅣ層の形成がみられたが、東半部ではⅣ層を欠いている。遺構

は散漫であるが、西端付近で溝1条、東端付近でピット群等を検出している。やはり東に向っ

て次第に厚くなるⅡ層の堆積が顕著である。

（5）、N－3～7区

3区～4区にかけての範囲は厚いⅡ層下に厚いⅢ層の堆積が認められたのみで遺構は検出さ

れなかった。

5区から6区の範囲は比較的多くの遺構が検出され、また6区東端付近ではⅢ層下にⅣ層の

形成がみられるなど出土遺物量もかなり多い。SD06は調査区に斜行する幅40cm前後、深さ5

～7cmの浅い溝である。SD07は調査区に直交する幅2～3m深さ15cmの溝で、埋土はⅢ層と

向じである。浅い落ちあるいは流路に相当するのかもしれない。ピット群も比較的多く検出し

ているが、いずれもⅢ層下のベース直上を遺構面としている。これらの遺構は層位関係から古

ト代末～中世に概ね属するものと考えられる。

6区東端付近の7mほどの範囲ではⅢ層下に弥生土器をかなり多く含むⅣ層の堆積が認めら

れた。3～5cm程度と薄い包含層であるが、鉄分の沈殿が著しく遺物の保存状態は不良である。

第4図13が同層中出土の聾である。

7区は削平が著しく厚さが20cmのⅡ層直下がⅤ層となり、包含層の形成も認められなった。

（6）、N－8区

各層位毎の出土遺物が極めて少なく他地区との層位対照が困難であった。西半部はほぼ一様

にN－6区東端付近と同様の鉄分沈殿層が広がっており同層がⅣ層に対応する可能性がある。

東半部は最下層が淡灰黒色粘質土であり土質からⅢ層に対応するものと考えられる。遺構は西

端付近でピット群、東半部で溝1条等を検出している0

（7）、N－9、10区

N－9区からは遺構、遺物とも検出していない。N－10区は中央付近で犀西方向の溝を1条
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　l　・l

検出している。幅20～40cm、深さ10cm程度の小規模なものであり、埋土中からは鉢（第4図14）
．

が出土している。弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけての所産と推定されるo
t

－13－
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第5章　　ま　　と　　め

今回の発掘調査により八丁地遺跡が縄文時代から中世にかけての複合遺跡であることが判明

したが、水路・擁壁部分を対象としたもので調査区が幅狭であったことから遺構の全体像は把

握できていない。とはいえ、遺物等に注目すべき特徴がみられたので以下それらについて簡単

にまとめておきたい。

遺跡は南西から北東方面に緩やかに下る斜面部に形成されたもので、かつては大きく湾入し

ていたであろう瀬戸内海を眼前に望む位置にある。今回の調査対象地東半部には中世以降小規

模な流路が斜行して走っていたものと考えられるが、弥生時代以前に遡る流路の存在は確認さ

れなかった。

居住関係の遺構は西半部を中心に検出されたが、弥生時代後期後半段階と古代末から中世段

階のものに大別される。前者についてはほとんどがN－1、2区から検出され、集落域の範囲

を限定できそうである。また、竪穴住居を検出していない点も特徴的である。弥生時代の遺物

についてはSDOl、02出土土器が注目される。器種的には聾を中心に細頚壷、高杯、製塩土器

等が出土しいてるが、聾以外の器種が全て胎土中に角閃石を含む下川津B類土器で構成されて

いる点に特徴がある。賓についても3分の1程度が同類であり、胎土は異なるものの器形・調

整ともに下川津B類土器を模倣したと考えられる一群も存在している。地理的に近い位置にあ

る志度町鴨部南谷遺跡、寒川町石田高校校庭内遺跡、大川町寺田大角遺跡等では同類土器がほ

とんど出土していないことと比較すると、その構成比率は極めて特異な傾向とみなされ、遺跡

自体が東讃地域にあって異質な性格をもらている可能性をも示唆している。高松平野西部地域

との密接な交流関係は容易に推定されるが、さらに弥生時代後期後半に最盛期を迎える同遺跡

の展開と発展の要因についても充分検討する必要があろう。

詳細は本線部分の調査に期待したいが、今後さらに周辺の調査が進めば八丁地遺跡が東讃地

域内での集団関係を検討する上で重要な位置を占めるものとなってこよう。また、同様の傾向

が大内町仲善寺遺跡でも伺えることからみて、巨視的には東讃地域あるいは阿波地域をも含め

た東四国地域内での政治的関係にまで言及しうる可能性をもつものと思われる。

ー17－
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